
請

願

第

五

号 

  
 

 
教

科

書

採

択

の

不

当

な

政

治

介

入

を

許

さ

ず

、

子

ど

も

の

学

習

権

保

障

の

た

め

に

父

母

・

教

師

・

学

校

の

意

見

を

尊

重

す

る

こ

と

を

求

め

る

請

願 

 

主 

旨 

一 

子

ど

も

た

ち

を

戦

争

へ

と

導

く

育

鵬

社

版

、

自

由

社

版

教

科

書

は

採

択

し

な

い

で

く

だ

さ

い 

一 

教

育

委

員

会

議

は

す

べ

て

を

公

開

に

し

て

く

だ

さ

い 

一 

教

科

書

展

示

会

は

参

加

し

や

す

い

場

所

、

時

間

や

日

数

の

延

長

な

ど

を

実

施

し

て

く

だ

さ

い 

一 

採

択

に

あ

た

り

、

教

育

現

場

を

よ

く

知

る

教

師

・

学

校

の

意

見

を

尊

重

し

て

く

だ

さ

い 

一 

教

科

書

採

択

に

、

首

長

は

介

入

で

き

な

い

こ

と

を

全

教

育

委

員

に

伝

え

て

く

だ

さ

い 

  

理 

由 日

頃

か

ら

、

子

ど

も

の

た

め

に

教

育

条

件

整

備

に

奮

闘

さ

れ

て

い

る

貴

教

育

委

員

会

に

敬

意

を

表

し

ま

す

。

新

日

本

婦

人

の

会

は

、

女

性

と

子

ど

も

の

幸

せ

の

た

め

に

全

国

で

運

動

し

て

い

る

国

連

Ｎ

Ｇ

Ｏ

の

女

性

団

体

で

す

。
私

た

ち

親

に

と

っ

て

、
子

ど

も

た

ち

が

健

や

か

に

成

長

す

る

こ

と

は

何

よ

り

の

願

い

で

す

。

し

か

し

、

安

倍

政

権

は

「

教

育

再

生

」

で

、
「

海

外

で

戦

争

す

る

国

」
「

世

界

で

一

番

企

業

が

活

躍

で

き

る

国

」

を

支

え

る

人

材

育

成

を

ね

ら

っ

て

い

ま

す

。

人

材

の

育

成

に

は

当

然

「

愛

国

心

」

が

必

要

と

、

学

習



指

導

要

領

の

一

部

を

変

え

、

道

徳

を

正

規

の

教

科

に

し

て

、

愛

国

心

教

育

を

そ

の

中

心

に

す

え

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

し

か

も

昨

年

、

教

科

書

検

定

制

度

を

変

え

、

と

き

の

政

権

の

考

え

に

合

わ

な

い

教

科

書

は

不

合

格

に

し

、

閣

議

決

定

な

ど

政

府

の

見

解

に

基

づ

い

て

編

集

す

る

こ

と

が

強

制

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

教

育

委

員

会

制

度

の

改

定

で

、

首

長

の

教

育

へ

の

支

配

・

介

入

が

強

ま

る

こ

と

に

大

変

不

安

を

感

じ

て

い

ま

す

。 

二

〇

一

五

年

は

中

学

校

教

科

書

採

択

の

年

で

す

。

安

倍

・

自

民

党

政

権

は

、
「

教

育

再

生

」

政

策

と

あ

わ

せ

、

歴

史

の

事

実

を

ゆ

が

め

る

育

鵬

社

版

の

教

科

書

採

択

支

援

を

ね

ら

っ

て

、

昨

年

六

月

に

「

教

育

再

生

首

長

会

議

」

を

発

足

さ

せ

ま

し

た

。

こ

の

「

首

長

会

議

」

は

、

八

木

秀

次

氏

を

理

事

長

と

す

る

日

本

教

育

再

生

機

構

が

丸

抱

え

で

つ

く

っ

た

組

織

で

す

。
「

首

長

会

議

」

参

加

の

首

長

に

よ

り

、

二

〇

一

五

年

の

中

学

校

教

科

書

採

択

に

介

入

し

て

く

る

こ

と

が

大

変

危

惧

さ

れ

ま

す

。

私

た

ち

が

望

む

の

は

、

歴

史

の

真

実

を

ゆ

が

め

る

特

定

教

科

書

や

、

子

ど

も

た

ち

に

一

方

的

な

見

解

の

み

を

与

え

る

の

で

は

な

く

、

多

様

な

意

見

や

多

角

的

な

視

点

か

ら

み

た

事

実

を

学

び

、

子

ど

も

自

ら

が

判

断

す

る

力

を

は

ぐ

く

む

た

め

の

機

会

を

保

障

す

る

こ

と

で

す

。

旭

川

学

力

テ

ス

ト

事

件

最

高

裁

判

決

（

一

九

七

六

年

）

で

も

、

教

育

は

、
「

子

ど

も

が

自

ら

考

え

行

動

す

る

力

を

育

む

こ

と

を

通

じ

て

、

自

主

的

・

自

律

的

な

人

格

と

し

て

成

長

・

発

達

す

る

こ

と

を

充

足

さ

せ

る

た

め

に

行

わ

れ

る

べ

き

」

で

あ

り

、
「

子

ど

も

が

自

由

か

つ

独

立

の

人

格

と

し

て

成

長

す

る

こ

と

を

妨

げ

る

よ

う

な

国

家

的

介

入

、

例

え

ば

、

誤

っ

た

知

識

や

一

方

的

な

観

念

を

子

ど

も

に

植

え

つ

け

る

よ

う

な

内

容

の

教

育

を

強

制

す

る

よ

う

な

こ

と

は

、

憲

法

二

十

六

条

、

十

三

条

の

規

定

か

ら

も

許

さ

れ

な

い

」

と

断

じ

て

い

ま

す

。

昨

年

通

常

国

会

で

の

教

育

委

員

会

制

度

審

議

を

通

じ

、

首

長

は

「

総

合

教



育

会

議

」

を

主

催

し

、

教

育

に

関

す

る

大

綱

を

策

定

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

が

、

教

科

書

採

択

は

、

こ

れ

ま

で

ど

お

り

教

育

委

員

会

の

権

限

に

属

す

る

事

項

と

さ

れ

、

首

長

が

一

方

的

に

介

入

を

お

こ

な

う

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

私

た

ち

は

子

ど

も

の

学

習

保

障

の

た

め

に

、

上

記

の

こ

と

を

請

願

し

ま

す

。 

 
二

〇

一

五

年

六

月

十

八

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紹

介

議

員 
 

上 

野 

美 

恵 

子 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

熊

本

市

議

会

議

長 

 
 

 
 

満 

永 

寿 

博 

殿 

   


